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ベリーズの六つの郡紹介

ベリーズには、6つの郡があります。
北からコロザル郡（Corozal District)
ベリーズ最北の郡、メキシコとの国境に面しており、郡都はコ
ロザル市（Corozal Town)です。
オレンジウォーク郡（Orange Walk District)
郡のほぼ全体がサトウキビ畑等の農耕地域となっています。

郡都はオレンジウォーク市（Orange Walk Town)です。
ベリーズ郡（Belize District）
ベリーズ唯一の国際空港があり、郡都ベリーズシティ（Belize 
City)はベリーズ最大の都市です。Ambergris Caye、Caye
Cauker等、当国の主な島（Caye)を含みます。
カヨ郡（Cayo District）
首都ベルモパン（Belmopan）があり、グァテマラとの国境を
持つ郡で、郡都はサン・イグナシオ（San Ignacio)です。
スタンクリーク郡（Stann Creek District）
プラセンシア等のリゾート地とベリーズ最高峰のVictoria 
Peakがあります。郡都はダングリガ（Dangriga)です。
トレド郡（Toledo District）
ベリーズ最南の郡であり、ホンジュラス湾に面しています。か
つてはホンジュラスとの紛争地帯だったが現在は定期船が
行き来しています。

郡都はプンタ・ゴルタ（Punta Gorda)です。



202２年の治安概況

主要犯罪統計前年比較資料



202２年の地域（郡）別主要犯罪発生割合

ベリーズ 45%

カヨ18%

スタンクリーク16%

オレンジウォーク9%

コロザル8% トレド

4%



２０２２年地域（郡）別犯罪発生率比較

●各種数値は、人口10万人に対しての発生率を図示
●日本の発生率と比較して、ベリーズ国内がいかに危険であるかご認識ください。

●ベリーズ郡での殺人は、ギャング同士の抗争によるものが大部分を占めており、この地域には多数の麻薬犯罪グループ
が存在します。

地域 発生率 件数 地域 発生率 件数 地域 発生率 件数 地域 発生率 件数

ベリーズ郡 45.1 61 ベリーズ郡 68.8 93 スタンクリーク郡 199.2 97 ベリーズ郡 25.9 52
スタンクリーク郡 37 18 スタンクリーク郡 49.3 24 ベリーズ郡 176.1 238 スタンクリーク郡 24.6 12
カヨ郡 18.5 20 カヨ郡 32.3 35 オレンジウォーク郡 101.7 56 カヨ郡 18.5 20
オレンジウォーク郡 12.7 7 コロザル郡 24.7 13 コロザル郡 91.1 48 コロザル郡 9.5 5
コロザル郡 9.5 5 オレンジウォーク郡 20 11 カヨ郡 86.8 94 オレンジウォーク郡 9.1 5
トレド郡 4.8 2 トレド郡 16.9 7 トレド郡 60.2 25 トレド 7.2 3
日本平均 0.7 853 日本平均 0.9 1148 日本平均 29.1 36607 日本平均 6 7563
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殺人事件件数 殺人事件発生率

ベリーズ国内殺人事件数推移
（２０１６年～２０２２年）



ベリーズ国内銃器使用犯罪件数推移及び規制薬物押収量推移
（２０１６年～２０２２年）



202２年の治安状況概括

【殺人事件】

・ 全国で１１３件の殺人事件が発生。 主にギャング同士の抗争が原因で発生してるが、一般市民（未
成年者）等が巻き込まれる事件も発生しています。
・ 事件多発地域： ベリーズシティ市内南部地域 （ベリーズ郡）
・ 前年比－１２件
・ ベリーズ国内の人口10万人あたりの殺人発生率は２６．２６人と中南米地域で６番目に高く、日本の
発生率（０．７人）と比較すると極めて高い数値です。

【主要犯罪】
・ 前年比＋１５２件 特に強盗事件及び侵入窃盗事件が増加。

・ 主要犯罪件数の約半数がベリーズ郡で起きており、大半がベリーズシティ市内で発生しています。
・ ベリーズシティ市内での治安悪化が常態化され、特にギャング同士の銃撃戦の増加の常態化に伴
い政府は市の南部一部地域に２０２２年８月１日から３０日間、非常事態宣言を発令し、外出時間規制
等の行動抑制を設け、更に軍、警察当局等による捜査及び取り締まり強化を実施し、同期間に約３０人
のギャング構成員が身柄を勾留されました。

【規制薬物押収量】
・ 麻薬押収量 約０．４トン
・ ２０１６年から過去最少の押収量 （昨年までは毎年増加）

・ 規制薬物の押収量は減少したが、当国は依然として国際麻薬カルテル等による南米地域から北米
地域への中継地点として利用されており、メキシコ及びグアテマラ国境付近の地域において小型ジェッ
ト機等を使用した大規模な規制薬物及び銃器の密輸ならびに人身売買等が行われています。



過去に非常事態宣言が発令されたエリア
（ベリーズシティ市内南部危険地域）

非常事態宣言発令エリア （危険地域）



普段から情報収集を

・外務省海外安全ホームページ

http://www.anzen.mofa.go.jp

・在ベリーズ日本国大使館ホームページ
https://www.bz.embjapan.go.jp/itprtop_ja/index.html

３ヶ月以上滞在の場合は在留届を３ヶ月未満の滞在の場合
はたびレジの登録をお願いいたします。

在留届及びたびレジに登録して頂いたメールアドレス宛にタイムリーな情
報提供を実施しています。また、緊急事態発生時にも、各種情報を伝達し
ますので、在留届の提出をお願いします。

※オンライン在留届（https://www.ezairyu.mofa.go.jp/index.html）

※たびレジ（https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/index.html）



情報提供等の協力のお願い

強盗やスリ、置き引きなどの被害に遭われた
際は、当館領事班までご一報ください。皆様か
ら寄せられた情報を活かして、今後の邦人被害
の予防対策に役立てることができます。
ご協力よろしくお願いします。
在ベリーズ日本国大使館領事班
Eメール：ryoji@bf.mofa.go.jp
電話（５０１）８２２－１２０２
開館時間：０８:００～1６:４５
月曜～金曜日（休館日除く）


